
解説

学科LAN利用の実際 (2)

ー槻械工学教室内 LAN-

赤星保浩l

ー はじめに

r‘ 私が九州丁業大学に赴任してきたのは平成 2年4月でした機械教室内 LANを計画した切掛

は四つありました．一つは情報科学センタの受付に，東京大学大型計算機センタヘの教官室から

接続する方法を聴きに行ったことでした．その時，受付に出て来られた方は山之上先生でした．

状況をよく把握できないまま kitnetというグループに入れられ，難しい内容の電子メールを受け

取る毎日を送る破目になりました．特に，閉口したのはいちいち電子メールを読みに情報科学セ

ンタまで行かなければならないことでした．この不便さが一つの動機でした（モデム経由の接続

では漢字が文字化けすろ）．二つ目は卒業した矢川研究室の後輩から「九工大はスウェーデンよ

りも遠いですね」と言われたことでした（後輩の同期が当時スウェーデンに留学しており，頻繁

に電子メールのやり取りをしたり，また，スウェーデンから矢川研究室の計算機にリモートログ

インしたりしていた）． □つ目は流力研究室の塚本先生から情報科学センタの委員会資料を一式

頂いたことでした．頂いた資料の中には既に構内回線を利用した SS-Netによる LAN計画がある

ことが述べられていました．この時は LANの勉強を始めたばかりでしたので， SS-Netのことは

全く知りませんでした． しかし， 「戸畑キャンパス LAN」の計画が既にあるということだけははっ

r`  きりと分かりました．最後の一つは飯塚キャンパスでは既に光ファイバをバックボーンとする高

速のネットワークを持ち，各教官室内の PCまたは WSから自由に電子メール等を利用している

ということを知ったことでした．以上述べたことが切掛となり，ほとんどLANに関する知識が

ないにもかかわらず，機械教室内 LANを計画しようと思い立ちました．また，私だけでは心細

かったのですが，途中から心強く思われるようになったのは，何と言っても塑性研究室の河部助

手の存在でした．既に研究室内の LANの接続を行なっており，ソフトウェアの設定など細かい

ことにも精通されておられました．

2 LAN導入の経過

私がLANの勉強を始めたのは平成 2年5月頃でした．ようやく易しく解説した LAN関係の本

や雑誌がいろいろと出版され，勉強しやすい状況になっていた頃でした．また，当時卒論生だっ
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解説

た三村泰成村（推薦により院進学が決まっていた）にも 7月から勉強し始めてもらい，さらに，

9月からは研究室 (Ml:一人， B4:四人）の中で LANに関する本2の輪講を開始しました．

また， LAN導人には一研究室だけが行なっても怠味がないと思い，教室会議に「槻械教室内

LAN計1Ihi」の提案を行ないました． しかしながら，この1待既に教屯1人」のf符配分を行なった後

だったため，平成 2年度は見送りとなりました． しかし，幸いにも機械教室の先牛力のご理解に

より SS-Phoneの設置だけは了承して頂きました．これにより私の教宜室から SS-Net.経由で学

内LANを利用することができるようになりました．翌年（平成3年） 5)］に柑び教屯内 LAN けI•

両（このときは，副案として材科強度講座内 LAN計画も用滋）を提案しました．この計測は昨

年度提案したものよりも，金額的にかなり抑さえた内容となっており，共通負担の上限を 20 0 

万円とするということで了承を頂きました．図 1に機械教室内 LANの経過を示します．

平威 2年 4月 赤星 kitnetグループ入り

9月 材料研究室赤星グループ内での LANの輪講

1 0月 教室内 LAN計画の提案

1 1月 赤星教官室に SS-Phone設置

平成 3年 5月 教室内 LAN計画承認

6月 赤星教官室に EDB設置

機械教室用ルータ (ss/2)設置

8月 Yellow Cable敷設工事

1 0月 LAN接続機器注文

1 1月 LAN接続開始（ルータ運開始）

1 2月 マニュアル作成および配布

平成 4年 5月 機械 4号棟，風洞実験室，

伝熱実験棟，実習工場の LAN接続計両承認

図 1：機械教室内 LANの経過

。

。3 ・LANの経費と構成

次に機械教室内 LANに要した経費についてご紹介します．以下に示すのが平成 2-4年度に

LANに要した経費です．ただし，これらは赤星の方で把握しているものだけです．機械教室l村

LAN を比較的スムーズに立ち上げられたのは，予め経費を共通負担音〖分と個別負担部分とに明確

に分けたことでした．これにより，今回の接続は見合わせるものの，将来は接続したいという研

究室にも共通部分だけの負担をして頂くことができました．

吐谷兄弘編ローカルエリアネットワーク，丸善（株）， 1989 
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平成 2 年度（決算）

共通負担

SS-Phone 

小計

平成 3 年度（決算）

共通負担

Yellow Cable敷設工事費

EDB 

事務室 (Macintosh等）

個別負担総額

LAN接続機器類

赤星研究室からの提供分（ルータ）

SparcStation 2 

小計

平成 4 年度（予算）

共通負担

配管工事

SS-Phone 

ECA 

その他

個別負担

実習工場用ルータ

小計

総 計

119,480 

119,480 

906,400 

145,024 

558,260 

2,511,326 

2,642,980 

6,763,990 

56,650 

270,000 

64,000 

60,000 

450,000 

900,650 

7,784,120 

解説

次に機械 1, 2, 3号棟における YellowCableの配線についてご紹介します．既設の建物に

Yellow Cableを敷設しなければならないため，敷設できる経路の自由度が制限されます．また，

予算をできるだけ小さくするため，今回の敷設にはリピータを一切使わないことにしました．そ

こで，施設と相談の結果，図 2に示すような配線となりました．機械 1号棟の 3Fには YellowCa-

bleが配線されていませんが，実際は 2Fからトランシーバケープルを延ばしているので問題なく

Etherに接続可能です．その他の機械の建物からは， SS-Netを経由してこのネットワークに入る

ことになります．
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解説

機械1号棟 機械2号棟 機械3号棟

。

図 2:Yellow Cableの配線図

4 利用状況

槻械教室でのネットワークの利用率の調査はほとんど行なっていませんので統計的なデータは

持っていません．今のところネットワークのスピードが遅くなったという声もほとんど聞かない

ので，まだまだ，ユーザは多くないものと思われます． しかし，最近，機械教室でも， Macintosh 

ユーザが激増しています． EtherZoneへ直結しているユーザは IPアドレスの配付の関係上把握

していますが， LoealZoneへ接続しているユーザに関しては，各研究室のネットワーク管理者（ま

たは，それらしき人）に管理を委ねているため，実数は把握していません．たぶん，総数で 25台

ぐらいが稼働しているものと思われます． Macintoshが確実に増えてきているということはそれ

だけ LANの利用するユーザが増えてきているということだと思います．戸畑キャンパスの中で

これだけ Macintoshのネットワークヘの接続が行なわれているのは機械教室だけではないかと息

います．そこで，機械教室の 98ユーザには申し訳ないのですが， Macintoshを中心にしてこれ

以降紹介させて頂きます．

。
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朧 TheUnip1rlity.2.f. 

ILLINOIS 
at Urbana-Champaign 

Eudora 
Bringing the P.O. 

to where you live, 

Copyright c 1990 by the Uni~rn·ty of Ilh'nois Board of Trustm 
Wn'ttrn by Ste況 Doma,s-dom磯 uiuc,cdu

こ 12.2a4- □ 
図 3：電子メール用ソフト

筋説

主に機械教室の Ma<·iutosh ユーザが利用しているのは，電f•メール，リモートログイン，ファ

イル転送， Apple Share (CAP)，ニュースシステムなどです．もっとも利用頻度が大きいのは地

子メールです．

akaho@mech.kyutech.ac.jpのパスワードを入

力してください：

パスワート":|I | 

こ 記 Cコ
図4:パスワードチェック

機械教室内で事実上公認、されている電子メール用ソフトは似]3に示す Eudoraというソフトで

す． Mac:intosh Jtlソフトということもあって，非常に使い易くなっています．やはり，初心者が

UNIX上の叫や emacsのnnailを覚えるのば慣れるまでかなりの時間を必要とします． Eudora 

なら最初のメールサーバヘの接続設定を管理者に手伝ってもらうだけで，それ以降は自分で使い

方を発見しながら覚えていくことがでぎます． Eudoraを使った実際の使用例を示します．まず，

Eudoraを立ち士げると図 4のようにパスワードを要求してきます．次に，込られてきたメールは

「人」というメールボックスに自動的に取り込まれます．このメールボックスの中から読みたい

メールを選ぶと，そのメールの中身を図 5のように見ることができます．

-31- 九州工業大学・情報科学センター
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解説

ファイル編集メールボックス メッセージ移動スペシャル

匪□言國 "GayCano ugh", 7 Aug 1 5:1 6 U, meetings璽重匹

t'Ri_~~-~.!?.,.~i!l pate:7 Aug 92 15:16:27 U ................... -.............. 合
!'Yasuhiro AkaH From:''Ga.yCanough" <ga.y_canough@gw.isu92．知．jp>

.....----..........."＿.........'Subiecl : meelings 
i9ou@ie匹 U.m..-：...............．．．9•一••To:SSPP _}.II_Students@uchu.isu92ぶ c.jp 函：. iiii!i.．． 

;w““i造ie'が：：.．..1.. ．．．．．.............. Cc:SSPP _F~—~t.tf@uchu.isu92 ．鯰．jp - mm:1-.. ¥ka.dono@ieva,sl ----- -- -- - ~ -.. !m!li ............. _. 賭封．．．
!Jun Imai ............................…..... Subiect; 1ime:3;05 PM 瑚；_ iii:g..． 
)Hitoshi N叱凰 OFFICEM:ぬ meetings Date:817192 _ 11i1m 

’'" i.. ．．．．．．．．． .......9•一・ 出埓．．．
;Jun Ima.i Acharthむ beenposted on the student bulletin bo叩 bythe mailboxes for you 衰拒； ： ； ： ； ： 

狂k心hiFrnm
••••:...........................-.. 90 post the time a.nd pl邸 eof your group's neld meeting. Visitors really want;；衰：紺：；．．．
.............＿.......．．．．．．．．．．--to know where you m so they cm sit in 8l¥d be a面 l曲leしohelp. So pie紅 e 翁：．．．：： ： ：：： 

．．．紐．~.~\.~．匹 ti11 inthe chm.1hanks. llllll 
滋紅hiFrnm ;i;；;： e 

::::!!2．四墜．！．．:]-Gay IQ[ 
....l澄唖．竺．．四控． も．．．

tGayCanou,h" i7Aug15:16U imeetinos ?........．．．............．．．．．．．．．．．．．．．．．．．～••'•一•・ • ●●●●●●9•一••,.....．．．．．··• ·,．．．．．．．．．．．．g,.. ．．．．．•一•一•••••••••••一•,.....．．．．．．............．．．．．．．...．．．...．．．．．．.........．．..
iKUWAJlW@RD.TKSl i7Aug 15:45JST !Am四tirneonAug.10................................................................. -......................................................................................．ー・・・

ttinBurke" i7Aug 16:44U iF鯰ultyHelpinLibr. ● ●●● ●●●●●●●_............”●●●●●●●●●●● ●● ●●● ●●●●● ↓・●●●●●●．,_...................●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●● ●● --------•-—•••••••••••——•••••••••,............,.............,.............”........,.. 
i'tinBurke“!7Aug 17:02U ;FmultyHelpinLibr. ,......................................．．．．．．．~••｀●●●●●●い●● ●●●● ●●●●●●● ●● ●● •............. ~.................——••••_.................................. .. 

RiSoned返りSafety.koml!7Aug16:38JST ikengaku .............................................................. -.......................................... _.......................................................... 
:MasmobuuにDA i7Au 20:10心900!bse.kwtech．鯰．pna.meserverstmed ....i”.......-•,....................................;•,........9.............................9· •,．．．．．..．．..．．．...．．．．．．．」．．．．．．．．”●●●●●●●●●●●●●●”●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●”....．．．...．..．".........．．．.....．．
MMO心iroOK亀motoeヅ：8Aug19:27心900ibse4om咄nnOl ........................................…•L....9......2... ........m••••m........•—·................................................................................................... 

。
図 5:国際宇宙大学 '92から送られてきた電子メール

（本文中は日本語も利用可）

また，メールを送信するのも非常に簡単で，図 6のように「新規メッセージ」という項目を選ぶ

だけで，テンプレートが作成されます．後は，図 7に示すように，宛先， Subjeet，本文を書い

て， 「送信」というボタンを押すだけです．署名は送倍時に自動的に挿入されるようになってい

ます．

九州工業大学・情報科学センター
広報第5号 1992.10
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図 6:新規メッセージ
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解説

言仁「言言言＜＜受取り人未設定＞＞，＜＜Subject未設定＞＞言言言回言

J OH J g ゾ+ v □ 因 こ亘工〕

r̀ 

To:四manoueOiget.k四tech.ac.jp 
From.: akahocmech. k四tech,ac,jp

Su.b j ect: Kouhou 
Cc: 
Bee: 

X-Attac加旧ntg:
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．鬱●●●●”...．．．.．．．．．..．．．．．．...．．．．.．．．．．．．．．．．

山の上先生，

広藉の原稿をいま君いています．

もうすぐ完成しますので',

待って下さい．

合

L=l

-------------------------------------I 
九州工菜大学 工学部
設計生産工学科枇械工学教室

赤星保浩
e一匝il:aka恥＠mech.k四tech.ac. jp 

同

図 7：電子メールの送伽例

また，環境設定も図 8のような設定リストのチェックボックスをチェックするだけで行なうこと

がでぎます．

r, 
作成：

区アイコンパー
□Live Nicknames 
図ワードラップ
図本文中のタプ便用
図署名を付ける
□'TEXT'をBinHexする
図即時送信

因送信メールのコピー

新錢（呆存
図段薄の推定
因ヘッダ情柑を含める

こ

転送 終了時の処理：
区転送状況の表示 Dメールポックス圧繍
図 9斤薔チェック時の送信因ゴミ箱を空にする
ロバスワードの保存
□サーパにメールを保存

メッセージの切り替え

口自動選終
口普通の矢印

口長いメールのスキップ
図コマンド矢印

新著メールのお知らせ： その1E

図アラート □全ヘッダ惰柑の表示

区l音声 ロサイズの表示

図ァップルマークの点滋 □ウィンドウのズーム
口削隙の簡易1ヒ
□メールポックス超問

亘 □三3
図 8：環境設定ボックス
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解説

堪f•メールは確かに非常に便利ですが，ちょっとした連絡には以外と血倒です．特に迅辿に伝

えたいような場合は，相手がメールを読んだかとうか確訟したくなります．そこで，懐械教字で

はメモ的な内容のものは[;!{l9に示す「Broadcast」というソフトを使っています．

言口 Chooser 

8』

5
＇ 

k
 

d
 

T
 

le 旦
凶
.wn 

k
 

s
 

e
 

D
 

Fa;心 er Laseが伍ter

Apple Talk Zones. 

AsyncZone 
ETHERZONE 
Ether Phase1 
IPTalk 

Send message to: 

1F材力研 (Classic-1)溌

1F材力研 (Classic-3〉事
ltoyama＠材力院郡屋
masa 
matsuda 
space 
takao 
Tresca 
Tribology 
Tribology Graduate room 
魃！材力研SuperStarDr.lnoue I◊ 

合

唇塁二悶run（ニニ
Apple Talk 

R Active 
0 Inactive 

゜
7.1 

図 9:BroadC:a.stによりメソセージを送る相手を選んでいるところ

吋コ kawabe IETHERZONE] 

茫 hal

閂＝

。1 :37 kawabe [ETHERZONE] 三王三〕

図 10:受信例

例えば，事務室に何か急ぎのものが届いた場合には，事務室から私宛てにメッセージが送られて

き，画面にそれが表示されます． Broad Ca.st の便利なところは，席を外しているときでも Mac•一

intosliがメッセージを受け取っておいてくれ，席に戻ったときにそのメッセージを見ることがで

きます． I3roac1Castによる受伯例・送信例を図 lO, l lにぷします．また，このソフトを利）［l

すると学牛が研究室にいるかどうかのチェノクが行なえます（研究しているかどうかは別ですが）．

九州工業大学・情報科学センター
広 報第5号 1992.10
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解説

凸
3時から稲請を行なうので，遅刻しないように．

誓□；；a-？ぶaJ1oaご翌ご芯；言。？孟ふ，ぷ， 口□三□C三〕
'vi 7500 Karlsruhe 1, Germanり． Allr匂htsreserved. 

図 11:送信例（メッセージは最大 3行まで）

r 
5 今後の計画

機械教宰 LANで今，最も大きな問題となっているのは専用の 7ァイルサーバやメールサーバ

などがないことです．研究室で使っているワークステーションの資源を一部間借りしている状況

です．このため，どうしても年末から年度末の最も利用頻度が高くなる時期に安定した連用がで

きるかどうか心配です．予算的な問題もありますが，できるだけ特定のワークステーションに機

能が集中しないようにしたいと考えています．機械教室 LANを構築する際は，できるだけ少な

い予算で立ち卜げようとしましたが，利用者が増えるにつれ，できるだけ安定した侶頼性のある

運用を図りたいと考えています．今後予算化の様会があればファイルサーバの実現を l1指したい

と思います．

r 

また，サービス面での充実を図りたいと考えています．何時来るか分からないような遣fメー

ルを待つのも，使い初めのころは空しいものです．そこで，機械教室で需要が卜分あると思われ

る情報に関してデータベース化を行ないたいと考えています．例えば，学生名簿・卒業生名簿な

どです．特に卒業生に関する最新情報は各研究室で持っていることが多いと思われるので，これ

を教室全体で共有できれば良いと考えています．また，就職関連の情報も重宝されるのではない

かと考えています．機械教室にうまく溶け込めるようなデータベースの実現を図りたいと思いま

す．

6 おわりに

機械工学と LANとは直接関係はありません．にもかかわらず，このように機械教室において

LAN導入に踏み切って頂けたのは， LANを電話や FAXと同じようなコミュニケーショントゥー

ルの一つとしてご理解頂けたものだと思います．機械教室内 LANにご協力して頂けた方々にこ

の場をお借りして，お礼を叶lし上げます．今後ともご協力をお願い致します．
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解説

また，先 H，機械教室会議室におきまして開催致しました「機械教室内 LAN紹介」に学長，

情報科学センタ長を始めとして，教室外からも大勢の方にお集り頂きまして有難とうございます．

。

゜
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